
 
 

令和８年（2026 年）は、昭和元年から 100 年の節目に当たります。 

戦争、復興、高度経済成長を経て歩んだ昭和の時代は、群馬の県政や地域社会、そして私たちの

暮らしに大きな変化をもたらしました。 

今日の安全な生活基盤や産業、文化といった日々の暮らしを支える土台は、先人たちの不断の努

力と選択の積み重ねによって形づくられてきました。その歩みは、当館が収蔵する行政文書をはじ

め、写真、新聞などの多様な文書（歴史資料）に記録されています。 

本展示「昭和の軌跡―文書が語る群馬―」では、これらの文書を手がかりに、昭和期の群馬が歩

んだ道のりを五つの章で紹介します。昭和百年を迎える今、その軌跡を改めて見つめ、未来を考え

る機会となることを願っています。 

 

第 1 章 昭和の幕開け 

史料２ 昭和庁舎建設の背景 大正 15（1926）年 

 

群馬県行政文書『県庁舎建築関係書類』（A0181A0T 851） 
 
 
 

この文書は、群馬県庁昭和庁舎の

新築理由と建設計画を群馬県庁地

方課がまとめたものです。旧県庁舎

は慶応３（1867）年築の旧前橋城の

建物で、増改築を重ねても老朽化が

進み、建替えが必要になっていまし

た。 

財源は県費と寄附金の積立で確

保する計画でしたが、前橋市から

30 万円の寄附申出があり、一般県

費・不要財産処分収入・特志者寄附

金を合わせた新たな財源計画が立

てられました。 



第 2 章 戦争への道のりと戦時下の群馬 

  
史料８ 要人たちはどこに泊まったのか 昭和９(1934）年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
群馬県行政文書『陸軍特別大演習関係綴』（A0181A0S 1113 4-1） 
 
 
 
史料 10 古墳調査台帳 保渡田八幡塚古墳（上郊村２号古墳・国指定史跡）昭和 10（1935）年 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
群馬県行政文書 古墳調査台帳  
保渡田八幡塚古墳（上郊村２号古墳・国指定史跡）  
 
 
 
 
 

陸軍特別大演習に出席した皇族

や内閣総理大臣、閣僚、将官の宿泊

先をまとめた一覧です。宿舎には

旅館や公的施設だけでなく、民間

住宅も割り当てられました。 

さらに一般の将兵の宿泊でも、

多くの県民が受け入れに協力して

います。これらの割当記録から、県

民が国家的行事の受け入れにどの

ように関わったのかを読み取るこ

とができます。 

保渡田八幡塚古墳は、高崎市の

北西部に位置する保渡田古墳群の

一つで、全長 96ｍの大型前方後円

墳です。榛名山の東南麓というこ

ともあり、榛名山の噴火による泥

流で覆われた部分は保存状況が良

く、埴輪や土偶等が多数出土して

います。  

この付近には豪族居館の遺跡で

ある三ツ寺Ⅰ遺跡があり、築造時

期は古墳時代の５世紀末と推定さ

れることから、このような有力豪

族により築造されたと考えられま

す。  

 この調査票は、出土品が具体的

に記されている他、出土品の絵や

古墳写真が添付されているので、

当時の調査内容を視覚的に把握す

ることができます。 



第３章 敗戦からの復興 

  
史料 21 上毛かるた趣旨 昭和期（年不詳） 

 
西片恭子家文書『〔上毛かるた趣旨〕』（P01506 54） 
 
史料 31 のぼり旗が揺れた県庁前 ― 合併をめぐる住民の訴え 昭和 32（1957）年 

         

群馬県行政文書『写真帳ぐんま（Ｓ31～36）』（A0122C00 14） 
 

 

 

上毛かるた作成の趣旨を記した

手稿の写し。 

恩賜財団群馬県同胞援護会の便

箋に書かれており、上毛かるたが

「郷土に対する憧憬と愛情を、群

馬県人とくに児童に呼び起こそ

う」とする目的で企画されたこと

が読み取れます。かるた制作の理

念を伝える貴重な資料です。 

昭和 32 年３月、町村合併は県内で

最終局面を迎えていました。 

写真は、県庁前に集まり、のぼり旗

を掲げて自らの地域の意思を訴える

人々の姿を捉えたものです。 

各地で合併をめぐって議論が高ま

るなか、住民は行政の動きに注目し、

積極的に声を上げました。 

合併促進の大きな流れの中で、地

域の将来を左右する重要な局面に立

ち会う人々の熱気が伝わってきま

す。 



第 4 章 高度経済成長期の群馬  

 
史料 41 作曲に携わった音楽家 服部良一氏 自筆パート譜（ピアノ）昭和 43（1968）年 

 

群馬県行政文書『〔群馬県の歌関係〕』（A0117B00 37） 
 

第 5 章  昭和から平成へ 

史料 44 整備進む上武国道・関越道・新幹線 昭和 51（1976）年 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
群馬県行政文書『昭和 51 年８月３日 知事事務引継書 神田前知事より清水知事へ』（A0121C00 １） 
 
 
  

「群馬県の歌」を作曲した服部良

一氏による自筆のパート譜。リズム

記号や強弱の指示が書き込まれ、作

曲家の意図や創作過程を直接うかが

えます。県歌成立を語る重要な行政

文書です。 

群馬県庁の幹線交通課が県内の交

通インフラ整備の進捗をまとめた文

書です。上武国道、関越自動車道、上

越新幹線など、大型プロジェクトに

ついて当時どのように進められてい

たか、その状況や課題が示されてい

ます。開通や整備が本格化する直前

の県内の姿がうかがえる資料であ

り、昭和 50 年代後半に群馬の交通網

が大きく変わっていく過程を読み取

ることができる行政資料です。 



番号 表題（掲示） 史料名 和暦 西暦 文書群

1 群馬県鳥瞰図 勝地群馬 B　　　　　891226 昭和11年 1936 群馬県立文書館所蔵

2 年表 当館職員作成

1 昭和の始まりを告げた官報　　　 官報 A0182A00 5249 2-1 大正15年 1926 群馬県行政文書

2 昭和庁舎建設の背景 『県庁舎建築関係書類』 A0181A0T 851 大正15年 1926 群馬県行政文書

3 祝福と賑わいの落成式 上毛新聞 昭和３年 1928 群馬県立文書館所蔵

4 群馬県庁舎落成記念（絵葉書） 群馬県庁舎落成記念（絵葉書） P8202 4160 昭和３年 1928 坂本祐一家文書

5 少年倶楽部附録「熱狂野球盤」　 少年倶楽部付録（熱狂野球盤） P8909 9034 昭和２年 1927 中島徳造家文書

6 昭和恐慌と県内の失業対策 事務引継書（平田・金澤知事) A0181A0S 965 昭和６年 1931 群馬県行政文書

7 昭和9年・陸軍大演習の記念写真 〔昭和九年陸軍大演習将士記念大写真〕 P08506 392 昭和９年 1934 田村あい子家文書

8 要人たちはどこに泊まったのか 陸軍特別大演習関係綴 A0181A0S 1113 4-1 昭和９年 1934 群馬県行政文書

9 行幸で起きた“誤誘導”を伝える新聞記事 上毛新聞 昭和９年 1934 群馬県立文書館所蔵

10 古墳調査台帳　保渡田八幡塚古墳（上郊村２号古墳・国指定史跡） 古墳調査台帳 A1007A0B 9 昭和10年 1935 群馬県行政文書

11 対日経済制裁下の県内織物業の動向　　 事務引継書（薄田・村田知事） A0182A00 1 4-3 昭和16年 1941 群馬県行政文書

12 写真週報が伝えた“軍神九柱” 写真週報　第212号 昭和17年3月18日 BZA028ｼﾞｮ C17214 昭和17年 1941 群馬県立文書館所蔵

13 岩佐中佐 遺骨帰還の写真 岩佐中佐の遺骨かえる A0388B00  833 昭和期（年不詳） ー 群馬県行政文書

14 戦時下のコンニャク生産確保に関する復命書 特殊農産物雑事（蒟蒻原料統制関係） A0181A0S 828 昭和19年 1944 群馬県行政文書

15 戦争末期の女性労働動員と高崎・朝日化学工業 写真週報 B KA0112 昭和19年 1944 群馬県立文書館所蔵

16 終戦と戦意高揚―同じ紙面に残った二つの声 上毛新聞 P08401 2-3 昭和20年 1945 片貝長治家文書

17 群馬県を襲ったカスリーン台風の被害 昭和22年9月大水害の概要 A0384A0G 1837 昭和22年 1947 群馬県行政文書

18 同胞援護会事業一覧　県民による県民のための社会事業 同胞援護会事業一覧 P01506 1-1 昭和22年以前 1947以前 西片恭子家文書

19 〔ポスター〕引揚援護徹底運動 〔ポスター〕引揚援護徹底運動 P01506 160 昭和26年以前 1951以前 西片恭子家文書

20 〔ポスター〕はらから飴　援けあってこの冬を 〔ポスター〕はらから飴　援けあってこの
冬を P01506 158 昭和26年以前 1951以前 西片恭子家文書

21 上毛かるた趣旨 上毛かるた趣旨（手稿コピー） P01506 54 昭和期（年不詳） ー 西片恭子家文書

22 軍需工場の再出発 知事の事務引継書 A0182A0B 4 2－2 昭和23年 1948 群馬県行政文書

23 尾瀬の水をどう使うか① ― 利用と保全のはざま―　 知事事務引継書 A0182A0B 4 2－2 昭和23年 1948 群馬県行政文書

ー

請求番号/文書番号
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番号 表題（掲示） 史料名 和暦 西暦 文書群請求番号/文書番号

24 尾瀬の水をどう使うか② ― 利用と保全のはざま―　 河川関係綴　（群馬県総合開発計画調書他） A0384A0G 2000  2-1 昭和23年 1948 群馬県行政文書

25 独立後も残された米軍基地 知事事務引継書 A0182A0B 9 3-1 昭和27年 1952 群馬県行政文書

26 写真　米軍キャンプ・ドルウ（大泉町） ー 昭和期（年不詳） ー 群馬県立文書館所蔵

27 群馬の治水・電源強化へ向けた赤谷川総合開発計画文書　 知事事務引継書 A0182A0B 8 3-1 昭和27年 1952 群馬県行政文書

28 赤谷川総合開発計画図 河川関係綴　（群馬県総合開発計画調書
他） A0384A0G 2000 １-2 昭和28年 1953 群馬県行政文書

29 写真　相俣ダムと猿ヶ京温泉 相俣ダムと猿ヶ京温泉 A0388B00 1162 昭和32年 1957 群馬県行政文書

30 合併促進の最終局面 ― 昭和31年の町村再編状況　 知事の事務引継書 A0182A0B 14 昭和31年 1956 群馬県行政文書

31 のぼり旗が揺れた県庁前 ― 合併をめぐる住民の訴え 写真帳ぐんま（Ｓ31～36） A0122C00 14 昭和32年 1957 群馬県行政文書

32 昭和31年 群馬県の町村合併状況図 写真帳ぐんま（Ｓ31～36） A0122C00 14 昭和36年 1956 群馬県行政文書

33 高度経済成長期へ向けた群馬県の総合計画（昭和31年） 写真帳ぐんま（Ｓ31～36） A0122C00 14 昭和31年 1956 群馬県行政文書

34 群馬県内の主要事業配置図（昭和31年） 写真帳ぐんま（Ｓ31～36） A0122C00 14 昭和31年 1956 群馬県行政文書

35 写真　群馬発の国民車　スバル360 ー ー 画像提供：群馬県立歴史博物館

36 写真スバル360発祥の地　富士重工業旧伊勢崎製作所第二工場レンガ壁 令和８年 ー 職員撮影

37 写真　伊勢崎市・富士重工業　バスボデー生産 群馬の誇るバスボデー工場 A0388B00 1068 昭和期（年不詳） ー 群馬県行政文書

38 工場誘致に動く群馬県　 知事の事務引継書 A0182A0B 19 昭和35年 1960 群馬県行政文書

39 原作に選ばれた歌詞（応募309編より）　　 群馬県の歌（歌詞）応募作品（309編） B 6876 昭和43年 1968 群馬県立文書館所蔵

40 補作によって整えられた現在の歌詞（現行歌詞） 〔群馬県の歌関係〕 A0117B00 38 昭和43年 1968 群馬県行政文書

41 作曲に携わった音楽家 服部良一氏 自筆パート譜（ピアノ） 〔群馬県の歌関係〕 A0117B00 37 昭和43年 1968 群馬県行政文書

42 群馬用水通水がもたらした変化 写真帳ぐんま（Ｓ39～48） A0122C00 16 昭和43年 1968 群馬県行政文書

43 群馬用水事業の全体構想図 県営かんがい排水事業群馬用水地区計画概
要69 GS KS4388-00 昭和44年 1969 群馬県立文書館所蔵

44 整備進む上武国道・関越道・新幹線 昭和51年８月３日　知事事務引継書　神田
前知事より清水知事へ A0121C00 1 昭和51年 1976 群馬県行政文書

45 上越新幹線開通 グラフぐんま GS GS19938155 昭和57年 1982 群馬県立文書館所蔵

46 関越自動車道全線開通 グラフぐんま1985.11 GS GS19990221 昭和60年 1985 群馬県立文書館所蔵

47 あかぎ国体の開催準備 昭和51年８月３日　知事事務引継書　神田
前知事より清水知事へ A0121C00 1 昭和51年 1976 群馬県行政文書

48 地域の盛り上がりを伝える『グラフまえばし』国体特集号 グラフまえばし GS GS19936775 昭和58年 1983 群馬県立文書館所蔵

49 国体を彩る県民の力─広報誌が伝えた熱い日々 グラフぐんま GS GS19938156 昭和58年 1983 群馬県立文書館所蔵

50 昭和から平成へ─公布を記した官報 官報（昭和64～平成元年1月） B　 AK0635 昭和64年 1989 群馬県立文書館所蔵

51 新元号「平成」を発表する小渕官房長官 歴代総理大臣特別資料 写真 020 大喪の礼 平成元年 1989 　国立公文書館所蔵

 第5章　昭和から平成へ

ー

 第4章　高度経済成長期の群馬


